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主 論 文 の 要 旨 
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績を検討した。対象は 1993 年から 2011 年に施行されたサルベージ食道切除手
術症例 56 例のうち、右開胸かつ R0、R1 症例 26 例。前期 15 例（ 1993-2002 年）
と後期 11 例（ 2003-2011 年）に分類し治療前ステージ、術前の状態、リンパ節
郭清範囲、術後経過および予後について比較検討した。リンパ節郭清範囲は、
前期は 2 領域 7 例で 3 領域 8 例、後期は 2 領域 10 例で 3 領域 1 例であった
（ P=0.0191）。在院死亡は前期 2 例、後期ゼロであった。縫合不全や肺炎は、後
期で減少傾向であった。 SIRS 期間は後期で短縮が認められた（ P=0.04）。後期
で手術成績が改善したことは、周術期管理や手術手技の改善によるところが大
きいが、リンパ節郭清範囲が有意に縮小したことも要因の 1 つであると思われ
る。術後の長期経過は、現在のところ有意差は認められていない。サルベージ
食道切除手術は、リンパ節郭清範囲をを縮小することにより、早期術後成績を
改善する可能性が示唆された。  
